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WB 1:1000-1:2000,ICC 1:50-1:200,FC 1:20-1:100

Calculated MW: 45 kDa ; Observed MW: 52 kDa

FKBP38
FKBP 38; Fkbp8; FKBPR38; hFKBP38; Rotamase; Sam11;;FKBP8
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	恒常的に不活性なPPiase。カルモジュリンおよびカルシウムと結合すると活性化する。BCL2のシャペロンとして作用し、ミトコンドリアへ誘導してリン酸化状態を調節すると考えられている。
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	Jurkat 細胞溶解物中の FKBP38 発現のウェスタン ブロット分析。

